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１．研究の目的 
現在京都市では，4700 万人（平成 17 年）の観光客

が訪れる世界的な観光都市となっている．京都では

市内に散在する寺社が主な観光資源となり，それを

目当てに観光客が訪れる．観光客の移動手段として

自動車，公共交通の 2 通りが考えられるが，京都は

幅員の狭い道路が多く渋滞が常態化している上，駐

車場が整備されていない場合が多いので，自動車に

よる市内周遊は困難である．一方，公共交通に関し

ては，バス路線は渋滞の影響を受けやすく，移動手

段として難が多い．地下鉄，鉄道に関しては複数路

線があるものの，連携が十分ではないという問題が

ある．このような背景において，より多くの観光客

が快適に移動できるようにするためには，市内の移

動手段の改善，特に大量輸送可能な公共交通の改善

が不可欠である．しかし，公共交通という特性上，

改善施策を行うためには観光客のみならず市民全体

に対しても便益が享受されるべきである．本稿では

観光客向け公共交通改善施策として，京福電鉄嵐山

線延伸施策を取り上げ，便益を算出し，市民全体に

対しても有益であるかを評価する． 
 
２．観光客トリップデータ 
平成 8 年に京都市で実施された「休日交通行動調

査」における「観光地 OD データ」を用いた．この

データには観光客各人のトリップが記述されている．

なおデータ数を実際の観光客数に合わせるため，拡

大係数を用いた．京都市の年間入込観光客数が

4700 万人であることを考慮し，50.939（人/トリッ

プ）とした．このトリップデータを解析し，各観光

地間の現状の OD 需要を把握し，さらに各観光地に

おける発生，集中需要を求めた． 
 
３．観光地間一般化費用データ 
都市内交通シミュレータを用いて観光地間一般化費

用の算出を行う．都市内交通シミュレータは道路ネ

ットワーク上で自動車流，道路，および鉄道ネット

ワーク上で公共交通の再現を行えるマルチモードモ

デルである．トリップデータとしては第 4 回京阪神

パーソントリップを用いる．公共交通に関しては，

自動車渋滞が考慮できることより，バス運行をリア

ルに再現できるモデルである． 
 
４．OD 需要予測モデル 
観光地間の需要を予測するためのモデルを，重力モ

デルを用いて以下のように定式化する． 
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ある．（パラメータ値：「富樫健太：都市内交通シ

ミュレーションを用いた公共交通施策の社会的便益

評価，京都大学工学部卒業論文，2007.2.」より） 
 
５．公共交通改善施策による需要予測 
公共交通改善施策の一例として，京福電鉄嵐山線四

条通り延伸計画を取り上げる．これは，京都市が計

画するもので，増大する観光客の利便性を向上させ

るために，同線を四条大宮から祇園まで四条通り上

を走行する形で延伸するものである．OD 需要予測

モデルで用いる一般化費用のデータを都市内交通シ

ミュレータによって計測するが，インプットの道路，

鉄道ネットワーク等に関して変更を加える．例えば，

新駅設置，及び延伸による車線減少である．現状の

観光地 OD 需要，及び OD 需要予測モデルを用いて

算出した，改善施策実施後の観光地 OD 需要予測結

果を図 1，図 2 に示す． 
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６．公共交通改善施策による一般化費用の計測 
OD 需要予測モデルより算出された観光地 OD 需要

データをトリップデータに加工し，パーソントリッ

プデータに加え，都市内交通シミュレータのインプ

ットとする．これは，都市の通常生活に関する交通

需要と観光交通需要を組み合わせることで，京都の

ような観光都市における交通需要を再現するためで

ある．このインプットにより都市内交通シミュレー

タを実行し，得られた「一人当たり平均一般化費

用」を表 1の①に示す．表中 3 パターンを比べると

「A：現状」との比較で「B：改善（京福延伸）」

に関しては値が増大している．一方，「C：改善

（京福延伸_延伸部運賃 50 円）」に関しては値が減

少している． 

 
７．公共交通改善施策による便益の計測 
旅客に対する便益は，以下のように定式化される．
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の旅客数（1 は現状）である．表 1の①.②の値を

用いて，この式で便益を算出した．「C：京福嵐山

線延伸_延伸部運賃 50 円」に関し，1 日当たり 

4,735,566 円の便益が得られることが分かった． 
 
８．結論 
本稿では平成 8 年に京都市で実施された「休日交通

行動調査」における「観光地 OD データ」を用いて，

観光地間 OD 表を作成し，さらに需要予測モデルを

用いて公共交通改善施策下における新たな観光地間

OD 表を作成した．さらにこれらをトリップデータ

に加工し，都市内交通シミュレータのインプットと

することで，一人当たりの平均一般化費用を算出し，

さらにこれを用いて便益を計算した．その結果，公

共交通改善施策（「C：京福嵐山線延伸_延伸部運

賃 50 円｣）に対し，1 日当たり 4,735,566 円の便益

が発生する．以上より，観光客の利便性の向上を目

的とした，京福電鉄嵐山線四条通り延伸による公共

交通改善は，観光客を含め市民全体に対しても有効

な施策と評価できた． 
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A：現状

観光地需要(人/日)

2139-4431
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7539-9984

9984-16249
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観光地間需要(人/日)

5009 - 6652

6653 - 8618

8619 - 11365

11366 - 15520

15521 - 23454

図 1 観光地 OD 需要（現状） 

表 1 シミュレーション結果 

①一人当た

り平均一般

化費用(円/

人) 

②公共交通

利用_旅客数

（人） 

  

A：現状   1109749 741 

B：改善（京福延伸） 775    1102470 

C：改善（京福延伸_延伸部運賃

50 円） 737   1088515
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B：改善（京福嵐山線延伸）

観光地需要(人/日)

2139 - 4432

4433 - 7539

7540 - 9984

9985 - 16250

16251 - 32958

観光地間需要(人/日)

5005 - 6610

6611 - 8529

8530 - 10850

10851 - 15517

15518 - 21135

図 2 観光地 OD 需要（改善後） 
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